
序論：Stewart による Balint の４つの構成要素

基礎編
序　章	 《基礎編》の構成と概要
基礎編 1	 行動の成り立ち

古典的条件づけ・オペラント条件づけ／強化子
基礎編 2	 ストレス（心理・環境）と健康

ストレス／ホームズ社会再適応評価尺度／ストレスコーピ
ング・認知的評価／バーンアウト・燃え尽き症候群／障害
受容モデル

基礎編 3	 行動変容における理論
保健信念モデル／破局的思考／トランスセオレティカルモ
デル／認知行動療法／認知的不協和理論／計画的行動理論
／COM-B モデル

基礎編 4	 行動変容の技法
エクスポージャー／コラム法／メリット・デメリットの分
析／行動実験　変容ステージに基づく行動変容／動機づけ
面接法／対人関係療法／アクセプタンス＆コミットメント
セラピー／ファミリーベーストトリートメント／コーチン

グスキル／ナッジ理論／回想法／両面メッセージ／5A・
5R

基礎編 5	 ヘルスコミュニケーション
言語的コミュニケーションと非言語的コミュニケーション
／情報の非対称性／アクティブリスニング

症例編
序　章	 Patient Oriented Dentistry の方法
症例編 1	� 糖尿病と重度の歯周炎があるが，病識が乏しい患者

への指導
症例編 2	� コラム法を活用した歯周炎の進行を心配する患者への

指導
症例編 3	 改善状態を維持するための指導
症例編 4	 行動実験を用いた口臭恐怖症患者への対応
症例編 5	� 健診時の歯科衛生士によるショ糖制限と虫歯予防の

動機づけ面接
症例編 6	 ショ糖制限と行動のコントロール
症例編 7	 禁煙指導
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